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１. 2022年度中間決算と通期業績予想 
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（１）2022年度中間決算－概要 

 2022年度中間決算（連結）の実績は、銀行単体での顧客向けサービス業務利益の増加や与信関連費用の 
減少等により、経常利益、中間純利益ともに前年同期比増加した 

１. 2022年度中間決算と通期業績予想 

前年同期比

1 経常利益 72 90 91 +0

2 中間純利益 53 60 65 +4

3 顧客向けサービス業務利益※1 ▲5 7 23 +16

4 コア業務粗利益 275 279 285 +6

5 資金利益 240 243 242 ▲1

6 貸出金利息 156 162 167 +5

7 有価証券利息 87 81 78 ▲3

8 役務取引等利益 31 31 34 +3

9 経費 197 189 184 ▲5

10 人件費 111 106 105 ▲0

11 物件費 74 71 67 ▲4

12 コア業務純益 77 89 100 +11

13 国債等債券損益 0 5 ▲15 ▲21

14 経常利益 71 90 91 +0

15 中間純利益 55 62 67 +4

16 与信関連費用 23 7 1 ▲6

17 顧客向けサービス業務利益 ▲11 1 16 +14

2022年度 中間実績

銀

行

単

体

2020年度

中間実績

2021年度

中間実績

連

結

※1 顧客向けサービス業務利益（連結）…2022年度より、新たに南都まほろば証券のトレーディング損益を計上しています 

72 

90 91 

53 
60 

65 

△5 

7 
23 

2020年度 

中間実績 

2021年度 

中間実績 

2022年度 

中間実績 

経常利益 

中間純利益 

顧客向けサービス業務利益 

（億円） 

（億円） 
中間決算（連結) 

2022年度中間決算（概要） 
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 当初の業績予想（5月13日公表）に対して、コア業務純益の上回りおよび与信関連費用の下回り等を理由に、 
9月16日に中間期および通期の業績予想を連結・銀行単体ともに上方修正を行った 

 2022年度中間期の着地は、連結・単体ともに修正予想を上回った 

※2020年11月修正 

（２）当初業績予想および修正予想との対比 

１. 2022年度中間決算と通期業績予想 

（億円） 
2022年度中間決算 

2022年度通期決算 （億円） 

(9/16 公表) (5/13 公表) 

当初予想比 修正予想比

90 55 84 +29 91 +7

60 35 56 +21 65 +9

90 58 86 +28 91 +5

62 40 60 +20 67 +7

2022年度

修正予想

2022年度

中間実績

単

体

2021年度

中間実績

2022年度

　当初予想

連

結

経常利益

中間純利益

経常利益

中間純利益

(11/11 公表) 

当初予想比 修正予想比

179 163 178 +15 178 －

118 110 120 +10 120 －

174 160 174 +14 174 －

118 110 120 +10 120 －

2022年度

修正予想

2022年度

業績予想

単

体

2021年度

通期実績

2022年度

　当初予想

連

結

経常利益

当期純利益

経常利益

当期純利益

(変更無し) 
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 中間純利益（連結）は、市場部門収益が減少したものの、顧客向けサービス業務利益の増加および 
与信関連費用の減少等により前年同期比4億円増加の65億円となった 

▲11  
1  

16  

96 88 60 

11 
7 

16 

▲23  

▲7  ▲1  

▲16  

▲27  
▲23  

7  
11  

10  

▲9  

▲13  

▲13  

2020年度 

中間実績 

2021年度 

中間実績 

2022年度 

中間実績 

（億円） 

53 60 

その他収益 

子会社中間純利益合計 

顧客向けサービス
業務利益 

与信関連費用    

法人税等 

＋8 

+14 

△28 

+3 

+8 

中
間
純
利
益
（
連
結
） 

顧
客
向
け
サ
ー
ビ
ス
業
務
利
益 

そ
の
他
収
益 

市
場
部
門
収
益 

与
信
関
連
費
用 

2021年度 

中間実績 

2022年度 

中間実績 

60 

中
間
純
利
益
（
連
結
） 

+14 
△28 

+6 

（億円） 

65 

前年同期比増減要因 

市場部門収益 

＋0 

△0 

+3 

法
人
税
等 （単体） 

１. 2022年度中間決算と通期業績予想 

（３）中間純利益（連結） 

連結修正 

+6 

中間純利益（連結） 

65 
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 顧客向けサービス業務利益（連結）は、貸出金利息、役務取引等利益の増加および物件費の減少等に 
より、前年同期比16億円増加の23億円となった 

31 31 34 

155 161 166 

▲111  ▲106  ▲105  

▲74  ▲71  ▲67  

▲13  
▲12  ▲12  

6  5  
7  

2020年度 

中間実績 

2021年度 

中間実績 

2022年度 

中間実績 

（億円） 

△5 7 

貸出金利息 
（預金利息控除後） 

子会社 顧客向け 
サービス業務利益合計 

人件費 

物件費      

その他経費 

+5 

+0 

＋3 

+4 

+3 

顧
客
向
け
サ
ー
ビ
ス
業
務
利
益(

連
結) 

貸
出
金
利
息 

（
預
金
利
息
控
除
後
） 

役
務
取
引
等
利
益 

人
件
費 

物
件
費 

2021年度 

中間実績 

2022年度 

中間実績 

7 

顧
客
向
け
サ
ー
ビ
ス
業
務
利
益(

連
結) 

+5 

+0 

+4 

（億円） 

23 

前年同期比増減要因 

役務取引等利益 

+0 

＋2 

+2 

顧
客
向
け
サ
ー
ビ
ス
業
務
利
益
（
子
会
社
） 

（単体） 

１. 2022年度中間決算と通期業績予想 

（４）顧客向けサービス業務利益（連結） 

23 

顧客向けサービス業務利益（連結） 
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115  121  122  

80  87  93  

108 
113 117 

62  
63  60  

0.85  0.83  0.85  

2020年度 

中間実績 

2021年度 

中間実績 

2022年度 

中間実績 

(％) 

（百億円） 393 

 貸出金利息は、貸出金平残の増加およびホール部門の外貨建貸出の貸出金利回りの改善等により、前年同期比 
5億円増加の167億円となった 

366 

法人                  
（リテール） 

法人                 
（ホール） 

貸
出
金
平
残
（
棒
グ
ラ
フ
） 

貸
出
金
利
回
り
（
折
れ
線
グ
ラ
フ
） 

個人 

地公体 

※ 値はすべて部分直接償却額控除前 

156 167 162 （億円） 

（４）顧客向けサービス業務利益 ー①貸出金利息（単体） 

１. 2022年度中間決算と通期業績予想 

385 

貸出金利息 

△3 

＋5 

+1 

＋3 

貸出金利回り 

貸出金平残 
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 役務取引等利益は、ホームローン手数料によるその他役務取引等収益の増加等により、前年同期比3億円増加の
34億円となった 

32  32  
36  

7 7 
7 

14 15 
15 

▲23  ▲24  ▲24  

2020年度 

中間実績 

2021年度 

中間実績 

2022年度 

中間実績 

（億円） 

31 31 34 

法人ソリューション収益 
（デリバティブ除く） 

個人ソリューション収益     
（預かり資産、信託業務関連） 

その他役務取引等収益 

0 

役務取引等費用 

（４）顧客向けサービス業務利益 ー②役務取引等利益（単体） 

１. 2022年度中間決算と通期業績予想 

役務取引等利益 

3  3  

1  1  

2  2  

2021年度 

中間実績 

2022年度 

中間実績 

業務提携、 

リース等 

私募債 

投資銀行関連 

法人ソリューション収益 

7 7 (億円) 

個人ソリューション収益 

9  7  

5  
6  

1  
1  

2021年度 

中間実績 

2022年度 

中間実績 

金融商品仲介・ 

信託業務 

生命保険 

投資信託 

15 15 (億円) 

（デリバティブ除く） 

△0 

＋0 

+3 

△0 
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2020年度 

中間実績 

2021年度 

中間実績 

2022年度 

中間実績 

（億円） 

21 20 20 

90  85  85  

2,297  
2,219  

2,156  

2020年度 

中間実績 

2021年度 

中間実績 

2022年度 

中間実績 

(人) 

（億円） 

従
業
員
数
（
出
向
除
く
）
（
折
れ
線
グ
ラ
フ
） 

人件費 

 人件費は従業員数を計画的に減少させる一方、人的資本投資等により前年同期比ほぼ横ばいの105億円となった 

 物件費についてはシステム関連投資に積極的に取り組む一方、経常費用を圧縮することで前年同期比4億円減少の 
67億円となった 

物件費 

賞与 

人
件
費
（
棒
グ
ラ
フ
） 

111 105 106 

74 67 

（４）顧客向けサービス業務利益 ー③経費（単体） 

１. 2022年度中間決算と通期業績予想 

△0 

△0 

【人的資本への投資】 

71 

・研修教育費：31百万円 
・サステナブル経営実現慰労金：156百万円 
・資格保有手当：8百万円、等 

【システム関連投資】 

・機械、ソフト、電算関係費等：約12億円 
・スマホアプリ関連費：43百万円 
・インターネット基盤等：33百万円 
・インバンセキュリティソフト：26百万円、等 
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 与信関連費用は、資金繰り支援・本業支援の取組などにより、不良債権の発生が限定的となり、前年同期比6億円
減少となった 

200  
193  

202  

2020年度 

中間実績 

2021年度 

中間実績 

2022年度 

中間実績 

(億円） 

（億円） 

7 1 23 

与
信
関
連
費
用
（
棒
グ
ラ
フ
） 

貸
倒
引
当
金
残
高
（
折
れ
線
グ
ラ
フ
） 

（５）与信関連費用（単体） 

１. 2022年度中間決算と通期業績予想 

2021年度 
中間実績 

2022年度 
中間実績 

前年同期比 

与信関連費用 781 140 △640 

一般貸倒引当金繰入額 △349 △327 21 

個別貸倒引当金繰入額 413 384 △29 

不良債権処理額 
（個別引当繰入除く） 

805 158 △647 

償却債権取立益（△） 89 74 △14 

与信関連費用内訳 与信関連費用 
(百万円) 
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10 
▲ 9 ▲ 2 

86  98  

62  

1.41  

1.24  

0.79  

2020年度 

中間実績 

2021年度 

中間実績 

2022年度 

中間実績 

(％) 

市
場
部
門
利
回
り
（
折
れ
線
グ
ラ
フ
） 

 市場部門収益は、投信分配金の減少を主要因にインカム収益が減少したことで、前年同期比28億円減少の 
60億円となった 

キャピタル   
収益 

市
場
部
門
収
益
（
棒
グ
ラ
フ
） 

96 60 88 

インカム      
収益 

△35 

（６）市場部門収益（単体）① 

１. 2022年度中間決算と通期業績予想 

市場部門収益 

＋7 

※政策投資含む 

市場部門収益内訳 

2021年度 
中間実績 

2022年度 
中間実績 

前年同期比 

市場部門収益 8,830 6,030 △2,800 

インカム収益 9,804 6,270 △3,533 

うち投信分配金 5,554 1,736 △3,817 

キャピタル収益 △879 △240 638 

投資信託解約損益 △1,296 1,370 2,666 

債券売却損益 578 △1,578 △2,157 

株式売却損益 △161 △32 129 

政策投資株式売却損益 △94 △0 94 

(百万円) 

(億円) 
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6,793  6,916  

6,021  5,059  

838 
1,305 

934  837  

2021年度 
中間実績 

2022年度 
中間実績 

 欧米の金利上昇に伴い有価証券評価損が増加したが、ポートフォリオの見直しやリスクヘッジを進めている 

14,588 

投信等 

（６）市場部門収益（単体）② 

１. 2022年度中間決算と通期業績予想 

有価証券評価損益 

2021年度 
中間実績 

2022年度 
中間実績 繰延ヘッジ 

考慮後額 
前年同期比 

合計 445 △326 △772 △232 

株式 423 352 △71 352 

外貨債券 △26 △181 △155 △102 

円貨債券 30 △81 △112 △67 

投
信
等 

自己運用 △36 △64 △27 △64 

運用委託 53 △350 △404 △350 

(億円) 
有価証券残高（末残） 

14,119 

株式 

円貨債券 

外貨債券 

(億円) 

自己運用1,140 

運用委託5,775 

2020年度 
中間実績 

2021年度 
中間実績 

2022年度 
中間実績 

キャッシュ 

外貨債券 

株式投信等 

円貨債券 

その他 

Jリート 

運用委託の資産配分 
44.6% 

24.5% 

12.7% 

9.3% 

4.7% 

4.0% 

(ご参考) 

基本方針 1%以上の安定的な利回りを獲得できるポートフォリオ構築 

円貨債券 
 信用リスクを排除した国債・地方債中心のポートフォリオ構築 
 将来の金利上昇に備えたヘッジ取引手法の整備 

外貨債券 
 信用リスクが排除された米独仏国債中心のポートフォリオ 
構築 

 金利上昇局面でベアファンドを活用したヘッジ執行 

投
信
等 

自己運用  リスクオフ局面に対応した銘柄入れ替えを実施 

運用委託 
 足元は保有資産のキャッシュ比率を高めた保守的な運用 
 債券・株式の逆相関が効く局面に戻れば評価損益改善が
見込める 

自己運用1,043 

運用委託5,750 
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 2022年度の通期業績予想は、顧客向けサービス業務利益の増加を計画するものの、市場部門収益の下回りを 
要因に経常利益、当期純利益はほぼ前年並を予想する 

※2020年11月修正 

（７）2022年度通期業績予想－概要 

１. 2022年度中間決算と通期業績予想 

前年同期比

1 経常利益 157 179 178 ▲1

2 当期純利益 108 118 120 +1

3 顧客向けサービス業務利益 3 18 47 +28

4 経常利益 149 174 174 ▲0

5 当期純利益 106 118 120 +1

6 顧客向けサービス業務利益 ▲9 6 31 +25

7 市場部門収益
※ 175 173 150 ▲23

8 与信関連費用（△） 29 20 16 ▲4

2022年度

業績予想

単

体

2020年度

通期実績

2021年度

通期実績

連

結
157 

179 178 

108 
118 120 

3 
18 

47 

2020年度 

通期実績 

2021年度 

通期実績 

2022年度 

業績予想 

経常利益 

当期純利益 

顧客向けサービス業務利益 

（億円） 

（億円） 

2022年度通期決算（業績予想） 
通期決算（業績予想)【連結】 

※政策投資含む 
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（８）株主還元 

80  

110  
113  

2020年度 

(実績） 

2021年度 

（実績） 

2022年度 

（計画） 

（円） 

 2022年2月公表の株主還元方針にもとづき、2022年度は一株あたりの配当金は113円を計画する 

 1株あたり配当金・配当性向 

配当性向 24.0％ 30.1％ 30.1％ 

一株あたり 
配当金 

 安定配当80円を維持しつつ、親会社株主に帰属する当期純利益
に対する配当性向30％を目安とする  

株主還元方針 

１. 2022年度中間決算と通期業績予想 

資本効率の向上を図るとともに、経営環境の変
化に対応した機動的な資本政策を遂行するた
め、自己株式の取得を実施 

取得した株式の総数：800,000株 

株式の取得価格の総額：1,615,200千円 

取得日：2022年8月3日 

 自己株式の取得 

資本効率の向上を図るとともに、経営環境の変化 
に対応した機動的な資本政策を遂行するため 

自己株式の取得の考え方 （2022年2月公表） 

 業績や資本の状況、成長分野への投資の
機会、取り巻く市場環境等を総合的に 
勘案し機動的に実施 

2022年8月の自己株式取得の内容 
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2. 経営計画の概要と進捗状況 



17 

 

銀行単体重視の効率経営 筋肉質なグループ経営 
地域と共に発展する 
サステナブル経営 

現在 

2029年度 2022年度 2020年度 

顧客向けサービス業務利益の 
黒字化 

安定した収益基盤の確立 

✓店舗ネットワーク再編 
✓事務改革、等 

✓RMの変革 
✓デジタル化によるお客さまの利便性向上 
✓地域課題の主体的解決による地域活性化 

2021年度 2023年度 2024年度 

計画スタート 

経営計画「なんとミッションと10年後に目指すゴール」 

地域を 
発展させる 

活力創造人材を 
生み出す 

収益性を 
向上させる 

奈良県GDP         

約3,500億円増加 
（2016年度比＋10%） 

経営人材※2創出数 

350人 

ROA(単体) 

0.35％以上 

新たな中間目標(2024年度) 

ROA(単体) 0.25％以上 

活力創造に関わる資格保有者数※11,000人 

顧客向けサービス業務利益(連結) +30億円 

OHR(連結) 70％未満 

ROE(連結) 4.0％以上 
再
設
定 

（１）経営計画の概要 

２. 経営計画の概要と進捗状況 

※1 応用情報技術者、中小企業診断士、宅建、FP1級、簿記2級およびそれらと同等以上の資格 ※2 地域のお客さまと経営の意思決定をご一緒できる人材 

当
初
中
間
目
標
の
早
期
達
成 

目指すゴール(2029年度) なんとミッション 
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 市場部門の要因によりコア業務粗利益ベースのOHR（連結）の上昇、コア業務純益ベースのROA（連結）
の低下を計画するものの、2021年12月に再設定した中間目標（2024年度）の達成に向けて、下図の 
とおり着実に進捗している 
 

2021年度 
２Q実績 

2022年度 
２Q実績 

2022年度 
通期業績予想 

2024年度 
中間目標 

 前年同期比 

顧客向けサービス 
業務利益（連結） 

7億円 23億円 ＋16億円 47億円 30億円 

OHR（連結） 69.1% 66.0% △3.1% 71.0％ 70%未満 

ROE（連結） 4.05% 4.76% ＋0.71% 4.61％ 4.0%以上 

ROA（単体） 0.26% 0.28% ＋0.02％ 0.22％ 0.25%以上 

活力創造に関わる 
資格保有者数 

512人 587人 ＋75人 ― 1,000人 

2024年度中間目標の進捗 

（２）中間目標の進捗 

２. 経営計画の概要と進捗状況 
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  ３. 2022年度 当行グループの主な取組 
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（１）価値創造プロセス 

 当行グループは2030年に目指すゴールを達成に向けて、経営資本を活用し、事業活動を通じてステークホルダー
の皆さまへの価値提供に取り組む 

３. 2022年度 当行グループの主な取組 

地域と共に発展するサステナブル経営 

深刻化する 
気候変動問題への対応 

地域経済の 
持続的成長の実現 

便利で豊かな 
社会の実現 

多様な人材が活躍できる 
健全な企業風土の醸成 

多様化・複雑化する 
リスクへの備え 

気候変動問題への対応 

お客さまの生産性向上支援 

お客さまの事業化支援 

お客さまの資産形成支援 

お客さまの利便性向上 

おもしろい人材の創出 

当行グループの生産性向上 

リスク管理の高度化 

お客さま 

地域社会 

職員 

株主さま 

奈良県GDP 
約3,500億円 

増加 

 お客さまとのリレーション 
を通じた情報力 

 長年にわたる金融サービス 
提供による信頼・安心感 

 奈良県における預金・ 
貸出金の高いシェア 

 変化に対応できる、自ら 
考え、自ら行動する人材 

 地域および当行グループ 
の成長に寄与できる 
「おもしろい人材」 

 充実した自己資本 

 事業特性に合った資金供給 

 豊かな生活を支える 
金融商品・サービス 

 経営人材の提供 

 新たな事業機会の創出 

 自治体や地域の事業者・ 
教育機関と連携した 
地域発展への主導的な関与 

 賑わいのあるまちづくり、 
事業創出 

 柔軟な働き方の実現 

 銀行業という枠を超えて 
活躍できる機会の提供 

 マーケットからの高い評価 

 安定的な配当の継続 

経営人材創出数 
350人 

ROA 
0.35%以上 

経営資本 事業活動 
ステークホルダーへの 

提供価値 

2030年に 
目指すゴール 

マテリアリティ（重要課題） 2022年度アクションプラン 

E 

S 

G 

顧客基盤 

人材 

財務基盤 
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（２）2022年度アクションプラン 

①お客さまの生産性向上支援 

②お客さまの資産形成支援 

③お客さまの事業化支援 

④お客さまの利便性向上 

⑤おもしろい人材の創出 

⑥市場運用の強化 

⑦当行グループの生産性向上 

⑧リスク管理・ガバナンスの高度化 

⑨気候変動問題への対応 

経
営
基
盤
の
強
化 

人
材
育
成

の
強
化 

顧
客
基
盤
の
拡
充 

お客さまが抱える真の課題を共有し、 
当行グループ一体で生産性向上を支援 

若年世代からの成長機会の整備や人材の多様化を通じて 
付加価値創造力を高め、おもしろい人材を創出 

お客さまのライフプランに寄り添い、 
人生の伴走者として最適なサービスを提供 

地域の稼ぐ力を創出・育成するため、当行グループがハブとなり、 
地域経済の活性化に向けたプラットフォームを形成 

多様化するお客さまニーズにデジタル技術を活用し、 
お客さまの利便性および満足度を向上 

マーケットリスクの高まりによる影響をコントロールし、 
安定的な利回りを獲得できるポートフォリオを構築・運営 

デジタル技術等を活用した業務の効率化により、 
人員の戦略的配置など経営資源を有効活用 

不確実性の高い経営環境下において、機動性の高い 
高度なリスク管理態勢・ガバナンス体制を構築 

当行グループ自身の気候変動問題への取組に加えて、 
地域のお客さまの取組を積極的に支援 

テーマ アクションプラン ESG分類 

R 

M 

の 

変 

革 

E 

G 

S 

S 

 2022年度アクションプランとして9つのテーマを設定し、目指すゴールに向けて取り組んでいる 

３. 2022年度 当行グループの主な取組 
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 当行の専門チームとグループ会社等が連携し、専門家の紹介に留まらず、 
コンサルティングや経営戦略策定・経営改善までを含んだワンストップの 
サービスを提供 

（３）お客さまの生産性向上支援 

取扱54件 組織横断的プロジェクトチーム ＜ナント＞事業計画策定サポート補助金 

医療・介護事業者さま向け 
「有償コンサルティング業務」の開始 

営業店 
ブロック本部 

審査部(事業活性化支援室) 

法人ソリューション部 

南都コンサルティング 

地域事業創造部 等 

中小企業活性化協議会 
REVIC,事業引継センター等 

対象 経営改善計画などの事業計画の策定支援に係る費用 

1事業者あたり
補助額 

上限50万円 

取扱開始日 2021年10月4日 

304 364 

1,106  

2020年度 
中間実績 

2021年度 
中間実績 

2022年度 
中間実績 

デリバティブ収益 (百万円) 

外部機関連携強化 

(クーポンスワップ等) 

（2022年9月時点累計） 

(2022年10月) 

ＮＥＷ 

2022年度アクションプラン 

お客さまが抱える真の課題を共有し、当行グループ一体で   
生産性向上支援に取り組む 

お客さまの 
持続的成長 

生産年齢人口の減少 
経営者の高齢化 
コロナ禍の影響など 

取り巻く現状と課題 目指す姿 

 ポストコロナにおいて
事業者を再成長に
導くため、当行グ
ループが能動的に 
経営戦略のグランド
デザインを提案し、
課題共有・ソリュー
ションを提供 

 コンサルティング機能の発揮  経営環境の変化に応じた機動的な支援 

取扱43件 
約15百万円 

（2022年9月時点累計） ＜予算:30百万円＞ ＜目標:80件＞ 

３. 2022年度 当行グループの主な取組 

為替変動に対する機動的な支援 

 為替相場の変動に対するリスクヘッジ手法の提供 
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（４）お客さまの資産形成支援 

「iDeCo」と「つみたてNISA」を起点として将来の顧客基盤 
となる資産形成層のお客さまとの接点を創出 

「iDeCo」「つみたてNISA」の活動強化 

法人担当による 
預かり資産営業強化 

非対面での推進強化 

10,966  11,444  11,709  

6,0 00

6,2 00

6,4 00

6,6 00

6,8 00

7,0 00

7,2 00

7,4 00

7,6 00

7,8 00

8,0 00

8,2 00

8,4 00

8,6 00

8,8 00

9,0 00

9,2 00

9,4 00

9,6 00

9,8 00

10, 000

10, 200

10, 400

10, 600

10, 800

11, 000

11, 200

11, 400

11, 600

11, 800

12, 000

2020年度 

実績 

2021年度 

実績 

2022年度 

中間実績 

1,435  1,671  1,603  

725  
870  1,043  

112,797  114,374  115,560  

02324646969281,1 601,3 921,6 241,8 562,0 882,3 202,5 522,7 843,0 163,2 483,4 803,7 123,9 444,1 764,4 084,6 404,8 725,1 045,3 365,5 685,8 006,0 326,2 646,4 966,7 286,9 607,1 927,4 247,6 567,8 888,1 208,3 528,5 848,8 169,0 489,2 809,5 129,7 449,9 7610, 20810, 44010, 67210, 90411, 13611, 36811, 60011, 83212, 06412, 29612, 52812, 76012, 99213, 22413, 45613, 68813, 92014, 15214, 38414, 61614, 84815, 08015, 31215, 54415, 77616, 00816, 24016, 47216, 70416, 93617, 16817, 40017, 63217, 86418, 09618, 32818, 56018, 79219, 02419, 25619, 48819, 72019, 95220, 18420, 41620, 64820, 88021, 11221, 34421, 57621, 80822, 04022, 27222, 50422, 73622, 96823, 20023, 43223, 66423, 89624, 12824, 36024, 59224, 82425, 05625, 28825, 52025, 75225, 98426, 21626, 44826, 68026, 91227, 14427, 37627, 60827, 84028, 07228, 30428, 53628, 76829, 00029, 23229, 46429, 69629, 92830, 16030, 39230, 62430, 85631, 08831, 32031, 55231, 78432, 01632, 24832, 48032, 71232, 94433, 17633, 40833, 64033, 87234, 10434, 33634, 56834, 80035, 03235, 26435, 49635, 72835, 96036, 19236, 42436, 65636, 88837, 12037, 35237, 58437, 81638, 04838, 28038, 51238, 74438, 97639, 20839, 44039, 67239, 90440, 13640, 36840, 60040, 83241, 06441, 29641, 52841, 76041, 99242, 22442, 45642, 68842, 92043, 15243, 38443, 61643, 84844, 08044, 31244, 54444, 77645, 00845, 24045, 47245, 70445, 93646, 16846, 40046, 63246, 86447, 09647, 32847, 56047, 79248, 02448, 25648, 48848, 72048, 95249, 18449, 41649, 64849, 88050, 11250, 34450, 57650, 80851, 04051, 27251, 50451, 73651, 96852, 20052, 43252, 66452, 89653, 12853, 36053, 59253, 82454, 05654, 28854, 52054, 75254, 98455, 21655, 44855, 68055, 91256, 14456, 37656, 60856, 84057, 07257, 30457, 53657, 76858, 00058, 23258, 46458, 69658, 92859, 16059, 39259, 62459, 85660, 08860, 32060, 55260, 78461, 01661, 24861, 48061, 71261, 94462, 17662, 40862, 64062, 87263, 10463, 33663, 56863, 80064, 03264, 26464, 49664, 72864, 96065, 19265, 42465, 65665, 88866, 12066, 35266, 58466, 81667, 04867, 28067, 51267, 74467, 97668, 20868, 44068, 67268, 90469, 13669, 36869, 60069, 83270, 06470, 29670, 52870, 76070, 99271, 22471, 45671, 68871, 92072, 15272, 38472, 61672, 84873, 08073, 31273, 54473, 77674, 00874, 24074, 47274, 70474, 93675, 16875, 40075, 63275, 86476, 09676, 32876, 56076, 79277, 02477, 25677, 48877, 72077, 95278, 18478, 41678, 64878, 88079, 11279, 34479, 57679, 80880, 04080, 27280, 50480, 73680, 96881, 20081, 43281, 66481, 89682, 12882, 36082, 59282, 82483, 05683, 28883, 52083, 75283, 98484, 21684, 44884, 68084, 91285, 14485, 37685, 60885, 84086, 07286, 30486, 53686, 76887, 00087, 23287, 46487, 69687, 92888, 16088, 39288, 62488, 85689, 08889, 32089, 55289, 78490, 01690, 24890, 48090, 71290, 94491, 17691, 40891, 64091, 87292, 10492, 33692, 56892, 80093, 03293, 26493, 49693, 72893, 96094, 19294, 42494, 65694, 88895, 12095, 35295, 58495, 81696, 04896, 28096, 51296, 74496, 97697, 20897, 44097, 67297, 90498, 13698, 36898, 60098, 83299, 06499, 29699, 52899, 76099, 992100 ,224100 ,456100 ,688100 ,920101 ,152101 ,384101 ,616101 ,848102 ,080102 ,312102 ,544102 ,776103 ,008103 ,240103 ,472103 ,704103 ,936104 ,168104 ,400104 ,632104 ,864105 ,096105 ,328105 ,560105 ,792106 ,024106 ,256106 ,488106 ,720106 ,952107 ,184107 ,416107 ,648107 ,880108 ,112108 ,344108 ,576108 ,808109 ,040109 ,272109 ,504109 ,736109 ,968110 ,200110 ,432110 ,664110 ,896111 ,128111 ,360111 ,592111 ,824112 ,056112 ,288112 ,520112 ,752112 ,984113 ,216113 ,448113 ,680113 ,912114 ,144114 ,376114 ,608114 ,840115 ,072115 ,304115 ,536115 ,768116 ,000

0

1,0 00

2,0 00

3,0 00

4,0 00

2020年度 
実績 

2021年度 
実績 

2022年度 
中間実績 

南都まほろば証券 

南都銀行 

（投信のみ） 
投資信託口座数 

2,160 2,541 2,646 

(億円) 

(件) 

個人ローン残高 （平残） 

724  925  909  

44,575  
49,633  51,785  

0

10, 000

20, 000

30, 000

40, 000

50, 000

60, 000

70, 000

0

200

400

600

800

1,0 00

1,2 00

1,4 00

2020年度 

実績 

2021年度 

実績 

2022年度 

中間実績 

投信積立月間振替額・件数 

(百万円) 

(件) 

預かり資産残高 

35  36  46  

19 23  
27 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

2020年度 

中間実績 

2021年度 

中間実績 

2022年度 

中間実績 

遺産整理業務 

遺言信託 

相続・信託件数 
(件) 

(億円) 

2022年度アクションプラン 

お客さまのライフプランに寄り添い、人生の伴走者として 
最適なサービスの提供に取り組む 

お客さまの 
豊かな生活 
の実現 

老後生活資金の不安 
ライフスタイルの多様化 

など 

取り巻く現状と課題 目指す姿 

岩出支店休日相談拠点の設置 
（エルプラザ・ほけんの窓口併設） 

ダイレクトセンター預かり資産チームの新設 

 ライフプランに応じた商品・サービスの提供 

 新たに誕生する複合商業施設「フォレストモール岩出」内
に新築移転 

 休日でもご相談に対応できるエルプラザやほけんの窓口 
にて、ローン・保険・資産運用などお客さまのライフイベント
に沿ったご相談をワンストップで対応 

 平日夜間や休日に電話やSMSを活用して推進する 
非対面推進体制を構築 

 休日の資産運用に関する問い合わせや相談に対応 

(2022年10月) 

ＮＥＷ 

(2022年11月) 

ＮＥＷ 

３. 2022年度 当行グループの主な取組 
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（５）お客さまの利便性向上/当行グループの生産性向上 

ご来店予約サービス 

スマホ完結 

「投資信託・NISA口座開設サービス」 

 予約サイトでの事前予約により来店時にお待たせすることなく 
優先的にお手続 

              受付時間：24時間365日 
              対象店舗：6店舗 

 お客さまのスマートフォンから当行のWEB サイトを通じて24 時間365 日申
込ができ、最短で翌営業日に投資信託・NISA 口座の開設が可能 

(2022年8月) 

(2022年10月) 

ＮＥＷ 

ＮＥＷ 

2022年度アクションプラン 

デジタル技術を活用し、業務の効率化と 
お客さまの利便性および満足度の向上に取り組む 

お客さまの満足を高める 
利便性の向上 

地域の高齢化の進行 
デジタルネイティブ世代の拡大 

来店客数の減少 

取り巻く現状と課題 目指す姿 

 多様化するお客さまニーズへの対応 

Bank Pay 「ことら送金 サービス」 

 QRコードスマホ決済サービススマホ決済サービス「Bank Pay 」の取扱開始 
 チャージ不要で預金口座から引き落とし 

(2022年10月) 

ＮＥＷ 

 個人間での10万円以下の送金が手数料無料でご利用いただける 
「ことら送金サービス」の取扱開始 

 口座番号に加え、携帯電話番号やメールアドレスでの送金が可能 

住宅ローンWEBサービスの導入 

 来店不要で、スマホやPCからいつでもどこでも住宅ローンの申込手続き、 
審査状況の確認が可能 

 事務自動化・ペーパレス化の促進により、お客さまの申込から実行までの 
手続きに要する時間を短縮 

(2022年12月予定) 

ＮＥＷ 

３. 2022年度 当行グループの主な取組 
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（６）お客さまの事業化支援 観光拠点整備【不動産・まちづくり事業】 

「持続可能な農業」・「儲かる農業」の確立【アグリ事業】 

地域産品の販路拡大・販売支援【ＥＣ事業】 

43 100 

228 

2020年度 
実績 

2021年度 
実績 

2022年度 
中間実績 

創業支援パッケージ 
（件） 

86 116 

2020年度 
実績 

2021年度 
実績 

＜ナント＞サクセスロード (件) 

35 
152 207 

2021年度 
中間実績 

2021年度 
実績 

2022年度 
中間実績 

ECサイト「ならわし」 
（件） 

ほうれん草 7,833袋（200g/
袋） 

ブロッコリー 1,256個 

その他（大和まな、キャベツ、レタス、
等） 

主な生産品 

創業者および新事業展開者の支援 

授賞プラン数（累計） 

申込件数（累計） 

2022年度アクションプラン 

地域の稼ぐ力を創出・育成するため、当行グループがハブとなり、
地域経済の活性化に向けたプラットフォームの形成に取り組む 

地域経済の 
持続的成長 

地域経済の低迷 
事業所数の減少 

など 

取り巻く現状と課題 目指す姿 

 事業者支援および創業支援 

 創業者のニーズに合わせた 
 サービスをパッケージ化し、 
ワンストップで提供 

 「ビジネスプラン事業化支援
PROJECT」（計8回実施） 

 受賞者には専属担当者が全力
でサポート 

商品掲載数 

 生産者の思いやモノづくりの背景に
あるストーリーを消費者に届け、 
奈良に訪れたくなる仕組を構築 

 「有機」をキーワードに、ロボット技術やICTを活用したスマート農業 
 「農福連携」や「大和野菜の6次化」で域内経済を活性化 

 
有機米（食用米・酒米）、大豆、大和野菜 など 

観光拠点整備【不動産・まちづくり事業】 

 奈良県を「日帰り型観光地」から「滞在型観光地」へ転換することにより、
観光消費額の増加によるGDPの増加を目指す 

当行グループの一事業者としての地域活性化への取組 

経営者保証 

新規融資に占める経営者保証に依存しない融資の割合 

地方銀行4位 
67.8％ 

(2021年度下期) 

 「知る」活動を通じた、目利き力の強化 
 個人が起業しやすい環境の実現 

 
「GOSE SENTO  
HOTEL」（御所まち） 
への金融支援 
 

 
「吉野・龍門文庫」での 
宿泊施設開業に向けた 
施設・コンテンツ整備  
 

３. 2022年度 当行グループの主な取組 
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（７）おもしろい人材の創出 

女性役職員関連実績 

副業制度の導入 

各種子育て支援制度の拡充 

2020年度 
実績 

2021年度 
実績 

2022年度 
中間実績 

女性役職者数（人） 132 138 137 

全役職者数（人） 910 913 901 

女性役職者比率（％） 14.5 15.1 15.2 

【対象となる副業の具体例】 
  保有資格関連・・・講演活動、翻訳・通訳、コンサルタント等 
  ネット関連・・・Webデザイナー、プログラマー、YouTuber等 
  その他・・・自作品（装飾品・絵画等）の販売、音楽活動等 

制度利用者20名 

新
設 

男性産休制度（最大4週間まで有給化） 

不妊治療休暇制度 

拡
充 

短時間勤務等の育児支援関連制度の取得期間延長 
（中学校入学までに対象者を拡大） 

ファミリーサポート休暇制度の拡充 

子の看護休暇制度の拡充 

(2022年9月末時点) 

役席者に占める女性の割合 

15.2%（前年度比 0.1ポイント増加） 

女性活躍推進法「行動計画」 目標:15%以上 

活力創造に関わる資格保有者数 

587名（前年同期比 75名増加） 

2024年度中間目標:1,000人 

（2022年9月時点） 

（2022年4月） 

（2022年9月時点） 

ＮＥＷ 

経営企画力 
課題解決力 

イノベーション創出力 

おもしろい人材 

の創出 

行員に求められる能力 目指す姿 

2022年度アクションプラン 

若年世代からの成長機会の整備や人材の多様化を通じて   
付加価値創造力を高め、おもしろい人材の創出に取り組む 

成長機会の整備 

主な 
取組 

●外部出向拡大 ●トレーニー派遣 ●グループ会社間交流 
●課題解決に資する資格取得の支援 
●論理的思考力強化研修、他社合同研修 

20~40代外部出向人材 
（2名） 

トレーニー派遣 
（8名） 

グループ会社間交流 
（3名） 

（2022年9月時点） 

研修アンコンシャス 

 おもしろい人材の創出  ダイバーシティへの取組 

（出向常勤役員3名） （国内5名・海外3名） （地域企業1名・自治体1名） 

３. 2022年度 当行グループの主な取組 
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（８）リスク管理・ガバナンス 

政策保有株式の保有方針 

779 747 

26.5% 26.0% 

2020年度実績 2021年度実績 2024年度目標 

政策保有株式残高（時価） 

純資産額(連結）に占める比率 

(億円) 

20％程度 

株主総会 

指名・報酬諮問委員会 監査役会 
取締役会 

経営会議 

執行組織 

内部監査部門 

意見交換会 

社内 社外 

委員長 
議長 

（2022年6月末時点） 

委員長を含む4名が社外 
取締役であり独立性を確保 

2022年度アクションプラン 

不確実性の高い経営環境下において、機動性の高い       
高度なリスク管理態勢・ガバナンス体制の構築に取り組む 

リスクを適切に 
コントロール 
できる組織 

不確実性の高い 
経営環境への対応 

取り巻く現状と課題 目指す姿 

（保有方針） 
当行営業エリアにおける地域経済の活力創造・
持続的発展に資すると認められる場合 

業務提携先またはそれに準じる関係性のある先
で協力関係の強化が見込まれる場合 

 
純資産額（連結）に占める比率を 

20％程度に縮減する 

取締役会の多様性 
～当行外での職歴を有する人材～ 

社内取締役6名のうち２名 

社外取締役比率 

4名／10名 比率40％ 
方針 

３. 2022年度 当行グループの主な取組 
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（９）気候変動問題への対応 

SDGs導入コンサルティングサービス 

環境関連融資への取組 再生可能エネルギー 
関連融資によるCO2削減量 

（2021年度） 

約37万t-CO2 
（融資取組件数・金額：4件 52億円） 
（前年度比 約32万t-CO2削減） 

CO2排出量の削減率 
（2013年度⇒2020年度） 

▲33.7％ 
（scope１、２の排出量） 

（前年度比 1.2ポイント削減） 

対象となる 
お客さま 

法人・個人事業主のお客さま 

内容 
①お客さまのSDGsへの取組状況を診断、SDGs宣言をサポート 
②お客さまのSDGs経営促進に向けたコンサルティングの提案 

契約件数82件 

(2022年9月末時点) 

契約日 2022年6月17日 

アレンジャー 株式会社南都銀行 

コ・アレンジャー 株式会社三十三銀行 

エージェント 株式会社南都銀行 

組成金額 シニア貸付：45.62億円 消費税貸付5.96億円 

資金使途 木質バイオマス発電所の建設資金 

貸付人（当初） 株式会社南都銀行、株式会社三十三銀行 

 株式会社BPSいこまによる木質バ
イオマス発電所建設計画に対し、
主幹事銀行としてシンジケーション
方式のグリーンローンを組成 

 株式会社日本格付研究所による
外部評価において、最上位評価で
ある「Green１」を取得 

再生可能エネルギーに対する外部評価を活用したグリーンローンを組成 

2022年度アクションプラン 

当行グループ自身の気候変動問題への取組に加えて、 
地域のお客さまの取組を積極的に支援する 

持続可能な 
地域社会の実現 

環境意識の高まり 
地球温暖化の防止 

取り巻く現状と課題 目指す姿 

発電出力：9,980kW 

当行のCO2排出量および削減目標 

9,427  
6,251  4,713  

2013年度 2020年度 2030年度(目標) 

目標△50％以上 

(t-CO2) 

(SCOP１,２) 
△33.7％ 

年間CO2排出削減量： 
22千t-CO2 /年間 

３. 2022年度 当行グループの主な取組 



 本資料には、将来の業績に関する記述が含まれています。 

 こうした記述は、将来の業績を保証するものではなく、リスクや不確実性を内包するものです。 

 将来の業績は、経営環境の変化などにより、目標対比異なる可能性があることにご留意下さい。 
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